
昭
和
四
十
年
、
第
六
十
六
回
の
本
学
会
総
会
で
「
日
本
製
薬
技
術
史
の
研
究
」
の
特
別
講
演
を
期
に
、
そ
の
全
文
を
学
会
誌
と
し
て
自
費

出
版
さ
れ
、
『
日
本
医
史
学
会
雑
誌
」
が
季
刊
と
し
て
の
定
期
刊
行
が
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
と
当
時
の
事
務
担
当
者

か
ら
聞
か
さ
れ
、
先
生
が
学
会
役
員
と
し
て
素
晴
ら
し
い
企
画
性
と
経
営
の
実
力
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後

昭
和
四
十
四
年
か
ら
理
事
と
し
て
本
学
会
の
発
展
の
た
め
に
積
極
的
、
精
力
的
な
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て
来
た
の
で
あ
る
。

先
生
の
医
史
学
的
業
績
に
つ
い
て
は
専
門
の
薬
学
史
部
門
ば
か
り
で
な
く
、
古
今
東
西
の
医
学
、
薬
学
は
勿
論
関
連
部
門
の
社
会
科
学
、

も
っ
て
鮮
明
で
あ
る
。

「
札
幌
の
学
会
の
こ
と
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
宗
田
こ
と
い
う
二
十
文
字
の
メ
モ
が
先
生
か
ら
の
最
後
の
お
た
よ
り
に
な
る
と
は
夢
に

も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
「
こ
れ
か
ら
七
十
余
年
の
人
生
の
ま
と
め
に
か
か
る
ん
じ
ゃ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
た
だ
け
に
、
さ
ぞ
や
御
無

念
で
あ
っ
た
こ
と
と
痛
恨
の
情
を
禁
じ
得
な
い
。

先
生
と
の
初
め
て
の
出
合
い
は
『
医
證
』
復
刊
第
三
号
（
昭
和
二
十
九
年
）
に
発
表
さ
れ
た
若
き
日
の
先
生
の
論
文
「
吉
雄
育
萬
阿
蘭
陀
外

科
秘
要
」
に
魅
了
さ
れ
、
京
都
の
御
自
宅
を
お
訪
ね
し
た
時
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
四
十
二
年
の
昔
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
長
屋
の

一
軒
分
が
書
斎
で
書
庫
、
万
巻
の
書
に
埋
も
れ
た
中
で
説
き
来
り
、
説
き
去
る
そ
の
該
博
で
整
然
と
し
た
医
学
史
に
つ
い
て
の
見
識
に
圧
倒

さ
れ
た
。
貴
重
な
資
料
、
文
献
を
心
よ
く
貸
与
さ
れ
る
ご
と
に
、
そ
の
学
殖
と
お
人
柄
に
惹
か
れ
、
長
距
離
夜
行
列
車
で
度
々
宗
田
家
詣
を

楽
し
み
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
生
三
十
三
歳
、
私
は
三
十
一
歳
で
あ
っ
た
が
、
十
年
か
十
五
年
の
差
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
記
憶
が
い
ま

宗
田
一
先
生
の
御
逝
去
を
悼
む

日
本
医
史
学
会
理
事
長
蒲
原
宏
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洋
学
、
民
俗
学
等
広
範
な
、
し
か
も
綴
密
、
正
確
で
実
証
的
な
論
文
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

単
行
害
だ
け
で
も
「
は
し
か
繪
」
（
一
九
六
三
）
、
藪
内
清
京
大
教
授
と
の
共
著
「
江
戸
時
代
の
科
学
器
械
』
（
一
九
六
四
）
を
は
じ
め
、
『
日

本
製
薬
技
術
史
の
研
究
」
二
九
六
九
）
、
『
華
岡
青
洲
の
麻
酔
薬
「
通
仙
散
」
を
め
ぐ
る
問
題
」
（
一
九
七
一
ｌ
思
文
閣
）
、
「
近
代
薬
物
発
達
史
」

二
九
七
四
ｌ
薬
事
新
報
社
）
、
『
日
本
の
名
薬
』
（
一
九
八
一
ｌ
八
坂
耆
房
）
、
『
健
康
と
病
の
民
俗
誌
」
（
一
九
八
四
ｌ
健
友
社
）
、
「
図
説
日
本
医
療

文
化
史
』
（
一
九
八
九
ｌ
思
文
閣
）
、
『
渡
来
薬
の
文
化
誌
」
（
一
九
九
三
ｌ
八
坂
書
房
）
。
そ
れ
に
本
学
会
が
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞
し
た
「
図
説

日
本
医
事
文
化
資
料
集
成
」
（
一
九
七
八
’
三
一
書
房
）
全
五
巻
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
企
画
、
編
集
、
執
筆
そ
れ
に
監
修
と
八
面
六
臂
の
労
を

何
気
な
く
こ
な
さ
れ
た
の
に
は
唯
々
瞠
目
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
毎
日
出
版
文
化
賞
授
賞
著
作
、
京
都
府
医
師
会
編
『
京
都
の
医
学

史
」
（
一
九
八
○
）
の
編
集
顧
問
と
し
て
、
か
っ
て
の
吉
富
製
薬
の
学
術
部
長
時
代
の
敏
腕
性
と
学
殖
を
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
、
そ
の
懐
の

深
さ
と
指
導
力
は
故
阿
知
波
五
郎
博
士
の
そ
れ
と
好
一
対
を
な
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

岡
西
為
人
、
中
野
操
、
阿
知
波
五
郎
、
三
木
栄
博
士
ら
の
関
西
医
史
学
会
の
四
長
老
亡
き
後
は
、
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
、
京
都
医
学

史
研
究
会
の
後
継
研
究
者
を
育
成
さ
れ
る
と
と
も
に
医
学
研
究
会
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
ま
た
日
本
薬
学
史
学
会
、
洋
学
史
学
会
な
ど
学

際
的
な
活
動
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
参
画
さ
れ
、
た
ゆ
む
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
縦
横
無
尽
に
学
会
講
演
と
各
專
門
誌
へ
の

執
筆
に
寸
刻
を
惜
し
ま
れ
た
。
た
め
に
自
己
の
頑
健
な
体
力
を
過
信
さ
れ
た
た
め
か
、
健
康
管
理
の
盲
点
に
そ
っ
て
病
魔
が
忍
び
寄
っ
て
来

て
い
る
こ
と
に
気
付
か
れ
た
の
が
い
さ
さ
か
遅
す
ぎ
た
憾
み
は
、
口
惜
し
い
・

太
平
洋
戦
争
中
は
千
島
列
島
最
北
端
に
近
い
松
輪
島
の
守
備
隊
に
在
り
、
奇
し
く
も
生
還
さ
れ
た
が
、
そ
の
当
時
の
ス
ケ
ッ
チ
画
を
い
た

だ
い
た
の
も
懐
し
い
思
い
出
の
一
つ
で
あ
る
。
酒
を
愛
し
、
煙
草
に
陶
酔
の
一
刻
を
過
し
て
お
ら
れ
る
時
に
ヒ
ラ
メ
キ
が
生
ま
れ
、
楽
し
そ

う
に
研
究
の
方
法
論
、
論
理
構
成
を
諄
々
と
説
き
出
す
。
肌
白
の
頬
が
次
第
に
紅
潮
し
、
や
が
て
口
角
泡
を
飛
ば
す
侃
々
憎
々
の
論
議
に
発

展
し
た
日
が
つ
い
こ
の
間
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

先
生
の
出
生
地
は
新
潟
県
三
島
郡
寺
泊
町
で
あ
り
、
赤
木
家
と
い
う
素
封
家
で
あ
っ
た
。
早
く
北
海
道
に
移
ら
れ
た
が
、
同
郷
の
こ
と
も
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先
生
と
共
に
第
百
回
総
会
の
祝
盃
を
あ
げ
る
喜
び
は
無
漸
に
も
夢
と
化
し
た
。
ま
さ
に
無
常
迅
速
、
会
者
常
離
の
幻
の
世
で
あ
る
。

無
常
と
観
ず
る
し
か
な
い
。
今
は
た
だ
、
先
生
と
の
在
り
し
日
を
偲
び
、
こ
れ
ま
で
に
浴
し
た
公
私
に
わ
た
る
数
々
の
学
恩
を
謝
し
、

貝
を
代
表
し
、
心
か
ら
の
御
冥
福
と
、
本
学
会
の
発
展
に
先
生
の
御
加
護
の
あ
ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

貝
を
代
表
し
、
心
《

平
成
八
年
七
月

あ
り
、
酒
が
入
る
と
話
が
越
後
、
佐
渡
の
こ
と
に
及
ん
だ
こ
と
も
懐
か
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
脳
裏
を
去
来
す
る
。

日
本
医
史
学
会
が
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
に
先
生
と
い
う
偉
大
な
頭
脳
の
人
を
失
な
っ
て
し
ま
い
、
な
ん
と
表
現
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
ぬ
喪

失
感
の
中
、
唯
々
呆
然
と
し
、
あ
と
三
年
後
に
控
え
た
日
本
医
史
学
会
総
会
百
回
の
集
会
に
先
生
の
温
顔
を
見
る
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た

ま
し
て
大
き
な
損
失
で
あ
る
。

矢
感
の
中
、
唯
々
呆
然
と
し
、
あ
と
一

こ
と
が
口
惜
し
く
残
念
で
な
ら
な
い
。

本
学
会
員
に
と
っ
て
も
晴
天
の
騨
霊
で
あ
り
、
文
化
史
的
に
広
い
視
野
と
深
い
洞
察
力
を
持
っ
た
実
力
派
の
医
学
史
家
の
急
逝
は
何
に
も

諸
行

学
会
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